
28

・〝
我
が
島
学
〞運
動
か
ら
固
有
文
化
の
島
づ
く
り
を
目
指
せ

阿
比
留
勝
利

29

・
定
住
環
境
の
構
築
と
交
流
の
促
進
を
支
え
る
財
源
保
障
を

沼
尾
波
子

42

・
島
社
会
の
絆
を
活
か
し
た
自
治
の
確
立
に
向
け
て

辻
山
幸
宣

50
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は
じ
め
に

海
洋
島
嶼
国
・
日
本
に
お
け
る
離
島
の
役
割

離
島
振
興
の
動
向
と
課
題

「
価
値
あ
る
地
域
差
」か
ら「
固
有
文
化
の
島
づ
く
り
」へ

お
わ
り
に

〝
我
が
島
学
〞運
動
か
ら
固
有
文
化
の
島
づ
く
り
を
目
指
せ

現
在
、
多
く
の
離
島
地
域
で
人
口
減
少
や
高
齢
化
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
が
、
新
た

な
海
洋
秩
序
の
時
代
を
迎
え
て
い
る
昨
今
、
中
央
集
権
的
制
度
の
末
端
に
あ
る
か
の
よ
う
な
「
離
島
」

で
は
な
く
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
中
で
固
有
文
化
と
自
立
性
の
あ
る
振
興
に
よ
っ
て
国
家
的
・
国
民
的

役
割
を
果
た
す
「
島
」
の
あ
り
方
を
求
め
た
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
「
我
が
島
学
」（
地
元
学
）
の
確

立
、「
島
物
語
」（
島
文
化
）
の
再
構
築
が
重
要
で
あ
る
。「
我
が
島
学
」
の
視
点
に
立
ち
、
果
敢
に
地

域
の
紡
ぎ
直
し
を
実
践
し
て
い
る
事
例
を
紹
介
し
な
が
ら
、
「
心
を
お
こ
し
、
地
域
の
生
活
文
化
の

再
編
を
進
め
る
」
こ
と
の
大
切
さ
を
問
い
直
す
。

海
洋
立
国
・
日
本
を
支
え
る
島
々

阿
比
留
勝
利
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我
が
国
は
海
洋
島
嶼
国
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
略
称
と
し
て
「
島
国
」

と
し
て
お
く
。
そ
れ
は
〝
閉
鎖
的
孤
立
国
〞
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で

は
な
い
。
島
国
と
は
〝
海
洋
と
一
体
性
を
も
つ
国
〞
と
い
う
意
味
で

あ
る
。

昭
和
二
八
年
以
来
、
六
〇
年
近
い
離
島
振
興
法
の
改
正
・
延
長
の

中
で
、
離
島
の
産
業
・
生
活
基
盤
は
か
な
り
整
備
さ
れ
て
き
た
。
一

方
、
国
連
海
洋
法
条
約
の
批
准
以
降
、
離
島
に
は
島
国
日
本
の
礎
と

し
て
我
が
国
の
領
域
、
排
他
的
経
済
水
域
な
ど
の
保
全
・
利
用
・
管

理
な
ど
に
係
わ
る
多
面
的
役
割
が
期
待
さ
れ
、
特
に
有
人
離
島
に
は

先
の
国
家
的
・
国
民
的
役
割
の
分
担
が
い
ま
以
上
に
増
大
す
る
と
予

想
さ
れ
る
。

し
か
し
、
離
島
の
現
実
を
み
る
と
、
人
口
減
少
・
高
齢
化
は
ハ
ン

デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
地
域
の
中
で
最
も
激
し
い
。
国
立
社
会
保
障
・
人
口

問
題
研
究
所
の
『
日
本
の
市
区
町
村
別
将
来
推
計
人
口
』
に
よ
る
と
、

今
後
す
べ
て
の
離
島
で
人
口
が
減
少
す
る
。
そ
の
中
で
、
離
島
振
興

法
指
定
離
島
（
全
域
離
島
）
で
は
、
二
〇
〇
五
年
に
三
四
・
六
万
人
あ

っ
た
人
口
が
二
〇
二
五
年
に
は
約
七
九
パ
ー
セ
ン
ト
に
減
少
す
る
と

予
測
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
で
は
離
島
は
本
来
の
役
割
を
果
た
す

こ
と
は
難
し
く
、
離
島
定
住
の
維
持
・
促
進
が
島
国
日
本
を
支
え
る

喫
緊
の
課
題
と
い
っ
て
よ
い
。

こ
の
よ
う
な
認
識
か
ら
、
こ
の
小
論
で
は
、
離
島
振
興
の
現
状
と

取
り
組
み
を
概
観
し
、
こ
れ
か
ら
の
離
島
振
興
の
あ
り
方
、
そ
の
基

本
と
考
え
る
固
有
文
化
の
確
立
（
志
・
価
値
創
造
）
を
軸
に
問
題
を
提

起
す
る
。

割
（
小
見
出
し
）

①
離
島
に
な
じ
み
に
く
く
、
島
国
の
認
識
を
希
薄
化
し
た
工
業
主
導

の
開
発

離
島
の
自
然
・
地
理
的
特
性
は
環
海
性
、
隔
絶
性
、
狭
小
性
と
い

わ
れ
る
。
そ
れ
ら
の
特
性
が
文
明
社
会
の
変
転
や
離
島
を
取
り
巻
く

社
会
経
済
環
境
の
変
化
と
作
用
し
て
離
島
地
域
に
盛
衰
を
も
た
ら
す
。

戦
後
我
が
国
は
、
ア
メ
リ
カ
を
は
じ
め
自
由
主
義
諸
国
を
市
場
と

す
る
貿
易
立
国
を
選
択
し
、
加
工
・
貿
易
対
応
の
マ
ス
プ
ロ
（
大
量

生
産
）
型
工
業
開
発
を
進
め
た
。
市
場
が
国
外
と
い
う
意
味
で
は
外

国
に
開
か
れ
て
い
た
が
、
戦
後
復
興
は
も
っ
ぱ
ら
工
業
・
都
市
化
に

よ
る
中
枢
都
市
軸
（
太
平
洋
メ
ガ
ロ
ポ
リ
ス
か
ら
北
九
州
に
至
る
「
瀬
戸

内
・
水
の
メ
ガ
ロ
ポ
リ
ス
」、
約
一
〇
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
の
形
成
に
傾
斜

し
た
。

工
業
開
発
は
、
造
船
工
業
な
ど
一
部
を
除
い
て
、
離
島
に
は
な
じ

み
に
く
か
っ
た
。
し
か
し
、
昭
和
二
八
年
の
離
島
振
興
法
制
定
に
よ

っ
て
、
第
一
次
産
業
中
心
の
離
島
に
工
業
開
発
が
も
た
ら
し
た
富

（
財
政
資
金
）
が
投
入
さ
れ
、
産
業
・
生
活
基
盤
の
整
備
と
貨
幣
経
済

海
洋
島
嶼
国
・
日
本
に
お
け
る
離
島
の
役
割

は
じ
め
に
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の
浸
透
を
促
し
た
。
以
後
、
港
湾
・
道
路
な
ど
公
共
工
事
は
農
漁
閑

期
の
建
設
労
務
の
就
業
機
会
と
な
り
、
建
設
関
連
業
と
貨
幣
経
済
が

離
島
に
定
着
す
る
。
漁
港
・
港
湾
な
ど
の
公
共
事
業
に
よ
っ
て
漁
業

者
な
ど
は
建
設
業
へ
と
転
換
す
る
者
も
増
加
し
、
産
業
構
造
や
生
活

様
式
も
変
化
を
き
た
し
た
。
さ
ら
に
本
土
の
雇
用
機
会
の
増
大
や
所

得
格
差
の
拡
大
な
ど
か
ら
島
外
就
職
が
増
加
し
、
生
活
水
準
の
向
上

に
と
も
な
う
高
校
・
大
学
へ
の
進
学
率
の
向
上
な
ど
と
あ
い
ま
っ
て

離
島
の
人
口
減
少
は
進
み
、
国
民
の
意
識
も
都
市
化
し
た
。〝
島
国
〞

の
認
識
も
薄
れ
た
よ
う
に
思
う
。
と
も
あ
れ
、
我
が
国
の
本
土
・
都

市
域
中
心
の
工
業
化
は
離
島
の
開
発
・
振
興
に
は
さ
ほ
ど
つ
な
が
ら

ず
、
離
島
は
生
産
性
の
低
い
第
一
次
産
業
地
域
と
し
て
、
本
土
・
都

市
域
や
国
の
中
心
か
ら
真
に
「
離
れ
た
島
＝
離
島
／F

ar
Islan

d

（
フ
ァ
ー
・
ア
イ
ラ
ン
ド
）」
に
な
っ
た
。

②
期
待
さ
れ
る
海
洋
立
国
、
そ
の
礎
か
つ
拠
点
と
し
て
の
離
島
の
位

置
づ
け

今
日
、
地
球
の
人
口
は
七
〇
億
人
に
達
し
、
食
料
確
保
、
経
済
競

合
や
地
球
環
境
問
題
な
ど
と
も
絡
ん
で
領
海
・
排
他
的
経
済
水
域
な

ど
の
保
全
・
利
用
・
管
理
の
問
題
が
先
鋭
化
し
て
い
る
。
海
に
関
し

て
い
え
ば
、
国
連
海
洋
法
条
約
の
発
効
以
降
、
領
海
・
排
他
的
経
済

水
域
な
ど
に
関
す
る
権
益
争
奪
で
関
係
諸
国
が
せ
め
ぎ
合
う
状
況
が

到
来
し
て
い
る
。
我
が
国
で
は
竹
島
、
尖
閣
諸
島
問
題
が
象
徴
的
で
、

そ
の
対
応
を
含
め
て
、
海
洋
国
日
本
と
し
て
の
国
建
て
の
あ
り
方
、

及
び
、
海
洋
保
全
・
開
発
な
ど
の
実
効
性
を
高
め
る
こ
と
が
重
要
な

課
題
と
な
っ
て
い
る
。

現
行
離
島
振
興
法
に
は
、
海
洋
基
本
法
の
制
定
に
先
立
っ
て
、
我

が
国
の
領
域
、
排
他
的
経
済
水
域
等
を
画
定
、
管
理
す
る
な
ど
離
島

の
国
家
的
・
国
民
的
な
役
割
が
明
記
さ
れ
た
。
時
限
的
地
域
振
興
法

に
国
家
的
・
国
民
的
役
割
が
明
記
さ
れ
た
と
い
う
意
味
で
は
画
期
的

だ
が
、
平
成
一
九
年
七
月
二
〇
日
の
海
洋
基
本
法
の
施
行
に
つ
い
て

は
少
し
遅
い
感
じ
を
受
け
る
。
と
も
あ
れ
、
そ
の
中
で
「
離
島
の
保

全
等
」
が
位
置
づ
け
ら
れ
、
同
二
〇
年
三
月
一
八
日
に
海
洋
基
本
計

画
（
閣
議
決
定
）
に
お
い
て
「
離
島
の
保
全
・
管
理
」
と
「
離
島
の
振

興
」
に
関
す
る
施
策
が
明
記
さ
れ
た
。
恒
久
法
に
離
島
振
興
が
明
文

化
さ
れ
た
こ
と
で
離
島
の
再
生
が
島
国
の
要
と
な
っ
た
の
は
喜
ば
し

い
。ま

た
、
同
二
二
年
六
月
に
は
、「
低
潮
線
保
全
・
拠
点
施
設
整
備

法
（
略
称
）」
が
制
定
さ
れ
、
日
本
の
排
他
的
経
済
水
域
な
ど
の
基
点

の
確
認
、
沖
ノ
鳥
島
・
南
鳥
島
（
東
京
都
小
笠
原
村
）
の
「
特
定
離
島
」

と
し
て
の
指
定
と
管
理
港
湾
建
設
な
ど
が
方
向
づ
け
ら
れ
、
基
点
と

な
る
無
名
無
人
島
の
命
名
・
国
有
化
も
進
ん
で
い
る
。

（
小
見
出
し
・
※
写
真01

〜05

挿
入
）

①
現
状
と
取
り
組
み

平
成
二
二
年
四
月
一
日
現
在
で
離
島
振
興
法
の
指
定
離
島
は
二
五

離
島
振
興
の
動
向
と
課
題
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八
島
、
関
係
市
町
村
数
一
一
〇
、
人
口
は
約
四
三
万
人
（
平
成
一
七
年

国
勢
調
査
）
で
あ
る
。
人
口
減
少
率
は
八
パ
ー
セ
ン
ト
、
高
齢
化
率

は
三
三
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
条
件
不
利
地
域
の
中
で
双
方
の
比
率
は
一

番
高
く
、
二
二
年
国
勢
調
査
で
も

人
口
減
少
が
続
い
て
い
る
。
離
島

の
限
界
集
落
（
人
口
の
半
数
以
上
が

六
五
歳
以
上
の
集
落
）
は
同
一
七
年

時
点
で
離
島
集
落
二
八
一
五
の
う

ち
五
一
二
（
一
八
パ
ー
セ
ン
ト
）
と

さ
れ
る
。

「
今
後
、
有
人
離
島
の
維
持
が
懸

念
さ
れ
る
離
島
」（
人
口
一
〇
〇
人

以
下
高
齢
者
比
率
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以

上
）
は
四
七
島
あ
る
が
（
国
土
交
通

省
）
、
人
口
減
少
と
高
齢
化
の
流

れ
と
あ
い
ま
っ
て
離
島
地
域
の
衰

退
傾
向
が
顕
著
で
あ
る
。

次
に
、
離
島
の
分
野
別
の
問
題

点
と
特
徴
的
事
例
を
一
部
挙
げ
て

お
き
た
い
。
離
島
地
域
で
は
さ
ま

ざ
ま
な
振
興
努
力
が
行
わ
れ
て
い

る
の
で
、
新
た
な
振
興
の
視
点
か

ら
そ
れ
ら
を
息
づ
か
せ
る
工
夫
や

支
援
な
ど
の
必
要
性
が
う
か
が
え
る
。

ま
ず
、
離
島
の
生
命
線
で
あ
る
航
路
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て

は
船
舶
建
造
支
援
や
運
賃
割
引
制
度
な
ど
で
運
賃
の
軽
減
が
図
ら
れ
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て
い
る
航
路
も
あ
る
。
し
か
し
、
ま
だ
Ｊ
Ｒ
普
通
運
賃
（
キ
ロ
単
価
）

に
比
べ
れ
ば
三
〜
五
倍
程
度
は
高
く
、
本
土
と
の
往
来
コ
ス
ト
は
離

島
の
産
業
・
生
活
の
制
約
と
し
て
重
い
。

公
共
事
業
費
も
、
平
成
九
年
度
を
ピ
ー
ク
に
、
同
二
四
年
度
（
当

初
予
算
）
で
は
約
五
二
七
億
円
と
約
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
ま
で
減
少

し
、
建
設
関
連
産
業
の
転

廃
業
な
ど
か
ら
、
若
年
人

口
の
島
外
流
出
な
ど
影
響

は
大
き
い
。

農
林
水
産
業
で
は
、
対

馬
島
（
長
崎
県
対
馬
市
）
の

養
殖
マ
グ
ロ
「
ト
ロ
の
華
」

の
開
発
販
売
、
国
内
初
の

世
界
重
要
農
業
資
産
シ
ス

テ
ム
（
世
界
農
業
遺
産
）
認

定
に
つ
な
が
っ
た
「
朱
鷺

と

き

と
暮
ら
す
郷
づ
く
り
認
証

米
」
に
よ
る
佐
渡
島
（
新

潟
県
佐
渡
市
）
ブ
ラ
ン
ド
の

発
信
、
岩
城
島
（
愛
媛
県

上
島
町
）
の
低
農
薬
と
無

添
加
の
「
青
い
レ
モ
ン
」

生
産
、
地
元
水
産
物
を
学

校
給
食
と
結
び
つ
け
た
八
丈
島
（
東
京
都
八
丈
町
）
の
地
産
地
消
の
試

み
な
ど
、
果
敢
な
取
り
組
み
が
見
ら
れ
る
。

異
業
種
参
入
で
は
、
中
ノ
島
（
島
根
県
海あ

士ま

町
）
の
建
設
会
社
に
よ

る
黒
毛
和
牛
「
隠
岐
牛
」
の
肥
育
と
ブ
ラ
ン
ド
化
の
成
功
、
高
島

（
長
崎
県
長
崎
市
）
で
の
海
運
業
者
に
よ
る
ト
マ
ト
ハ
ウ
ス
栽
培
の
成

果
、
そ
の
ほ
か
遊
休
農
地
活
用
な
ど
の
例
も
見
ら
れ
る
。
都
市
内
の

住
宅
団
地
に
水
産
加
工
品
を
販
売
し
交
流
と
顧
客
化
を
進
め
る
家
島

（
兵
庫
県
姫
路
市
）
の
取
り
組
み
も
成
果
を
出
し
て
い
る
。
し
か
し
、

資
源
管
理
型
漁
業
の
推
進
や
漁
業
権
の
開
放
、
遊
休
地
の
活
用
な
ど

を
含
め
た
農
林
水
産
業
の
活
性
化
は
容
易
で
は
な
い
状
況
に
あ
る
。

観
光
・
交
流
客
も
離
島
全
体
で
年
間
八
〇
〇
万
人
程
度
と
低
迷
し

て
お
り
、
自
然
、
産
業
、
文
化
と
観
光
・
交
流
な
ど
を
複
合
し
た
六

次
産
業
化
も
緒
に
つ
い
た
段
階
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
グ
リ
ー
ン
・

ブ
ル
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の
対
応
と
し
て
佐
木
島
（
広
島
県
三
原
市
）
の

元
気
高
齢
者
に
よ
る
「
さ
ぎ
し
ま
を
愛
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
」

や
、
篠
島
（
愛
知
県
南
知
多
町
）
の
宿
泊
業
者
に
よ
る
ガ
イ
ド
育
成
、

長
崎
県
小お

値ぢ

賀か

町
の
優
れ
た
体
験
・
滞
在
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
観
光
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
で
ラ
ン
ド
オ
ペ
レ
ー
ト
組
織
（
現
地
の
宿
や
交
通
、

周
遊
、
体
験
な
ど
を
一
つ
の
窓
口
で
手
配
す
る
組
織
）
と
し
て
設
立
さ
れ
た

「
お
ぢ
か
ア
イ
ラ
ン
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
」
の
取
り
組
み
は
先
進
的

で
あ
る
。

医
療
面
で
は
、
離
島
の
約
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
が
「
無
医
島
」（
平
成

二
〇
年
）
で
、
巡
回
診
療
と
遠
隔
診
断
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る

トキと人が共生する地域づくりに向けて、農薬などを抑えた田んぼやビオト
ープづくりが進む（新潟県佐渡島）。
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が
、
島
外
へ
の
通
院
は
費
用
が
か
か
り
、
救
急
医
療
体
制
に
も
不
安

が
残
る
。
こ
れ
ら
に
対
し
て
島
根
県
で
は
、
医
師
な
ど
の
確
保
の
た

め
の「
赤
ひ
げ
バ
ン
ク
制
度
」、
隠
岐
広
域
連
合
立
隠
岐
島
前

ど
う
ぜ
ん

病
院

（
島
根
県
西
ノ
島
町
）
で

は
「
看
護
師
ブ
ロ
グ
」

に
よ
る
看
護
師
の
募
集

と
確
保
が
実
施
さ
れ
、

長
崎
県
対
馬
市
で
は

「
医
学
奨
学
資
金
貸
与

制
度
」
に
よ
る
帰
島
の

促
進
、
種
子
島（
鹿
児
島

県
西
之
表
市
ほ
か
）
で
は

高
校
生
の
「
医
療
職
体

験
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
開
催
、

緊
急
医
療
で
は
長
崎
県

ほ
か
の
「
ド
ク
タ
ー
ヘ

リ
」
の
導
入
、
そ
の
ほ

か
島
外
産
婦
人
科
へ
の

妊
産
婦
検
診
・
出
産
な

ど
に
対
す
る
通
院
支
援

も
み
ら
れ
る
。

福
祉
面
で
は
、
島
内

に
介
護
保
険
施
設
の
な

い
島
が
約
七
一
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
島
外
依
存
の
運
賃
負
担
が
重
い
。

こ
れ
ら
へ
の
対
応
と
し
て
、
高
齢
者
へ
の
公
的
移
動
支
援
の
例
が
み

ら
れ
る
ほ
か
、
笠
岡
諸
島
（
岡
山
県
笠
岡
市
）
で
は
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
福

祉
船
「
夢
ウ
エ
ル
丸
」
の
運
航
、
飛
島
（
山
形
県
酒
田
市
）
で
は
Ｉ
タ

ー
ン
者
創
設
の
合
同
会
社
「
和
楽
」
に
よ
る
介
護
保
険
事
業
の
訪
問

介
護
サ
ー
ビ
ス
が
定
着
し
つ
つ
あ
る
。
愛
媛
県
上
島
町
の
「
見
守
り

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
」
な
ど
も
注
目
に
値
す
る
。

教
育
面
で
は
、
高
校
の
あ
る
島
は
一
〇
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
、
中
学

卒
業
後
の
島
外
通
学
や
下
宿
に
よ
る
家
計
負
担
の
増
大
が
人
口
減
少

の
促
進
要
因
と
も
な
っ
て
お
り
、
小
中
学
校
の
統
廃
合
と
複
合
し
て

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
衰
退
の
要
因
に
も
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
中

島
（
愛
媛
県
松
山
市
）
で
は
高
校
通
学
補
助
、
長
崎
県
小
値
賀
町
で
は

小
・
中
・
高
一
貫
教
育
、
島
根
県
の
島
前
三
島
で
は
三
町
村
（
西
ノ

島
町
・
海
士
町
・
知
夫
村
）
と
県
立
隠
岐
島
前
高
校
（
中
ノ
島
）
が
連
携

し
て
「
隠
岐
島
前
高
校
の
魅
力
化
と
永
遠
の
発
展
の
会
」
を
立
ち
上

げ
、
高
校
の
維
持
・
活
性
化
策
、
関
連
す
る
「
島
留
学
制
度
」
な
ど

の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。
韓
国
と
の
国
境
に
あ
る
対
馬
島
で
は
、

そ
の
特
性
を
活
か
し
て
県
立
対
馬
高
校
に
韓
国
語
教
育
、
韓
国
交
流

人
材
育
成
の
た
め
の
「
国
際
文
化
交
流
コ
ー
ス
」
を
設
置
し
て
い
る
。

環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
面
で
は
、
屋
久
島
（
鹿
児
島
県
屋
久
島
町
）
に

お
け
る
循
環
型
社
会
の
構
築
は
よ
く
知
ら
れ
、
海
ゴ
ミ
処
理
問
題
も

山
形
県
飛
島
を
は
じ
め
粟
島
（
新
潟
県
粟
島
浦
村
）
、
対
馬
島
な
ど
で

継
続
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。
大
島
（
長
崎
県
平
戸
市
）
の
第
三
セ

34.0

40.9% 40.9%18.1%



35 しま 229  2012.3

ク
タ
ー
に
よ
る
風
力
発
電
、
五
島
列
島
（
長
崎
県
新
上
五
島
町
・
五
島
市
）

で
の
電
気
自
動
車
の
レ
ン
タ
カ
ー
と
高
度
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム
を
複

合
し
た
「
未
来
型
ド
ラ
イ
ブ
観
光
」
の
実
証
実
験
、
黒
島
（
鹿
児
島

県
三
島
村
）
の
マ
イ
ク
ロ
グ
リ
ッ
ド
（
太
陽
光
や
風
力
な
ど
を
電
力
供
給
源

と
す
る
小
規
模
エ
ネ
ル
ギ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
実
証
実
験
な
ど
も
未
来
を

拓
く
注
目
す
べ
き
事
例
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
、
地
域
資
源
の
多
面
的
な
利
用
と
し
て
、隠
岐
諸
島（
島

根
県
隠
岐
の
島
町
ほ
か
）
の「
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
」
認
定
を
目
指
し
た
取

り
組
み
、
対
馬
島
の
日
韓
国
境
交
流（「
対
馬
ア
リ
ラ
ン
祭
り
」
な
ど
）
、

五
島
列
島
の「
長
崎
の
教
会
群
と
キ
リ
ス
ト
教
関
連
遺
産
」
の
世
界

遺
産
登
録
化
運
動
、
中な
か

通
ど
お
り

島じ
ま

（
長
崎
県
新
上
五
島
町
）
の
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
（
電
話
に
よ
る
顧
客
対
応
や
セ
ー
ル
ス
を
行
う
専
門
企
業
）
の
誘
致
、

奥
尻
島
（
北
海
道
奥
尻
町
）
の
自
生
ヤ
マ
ブ
ド
ウ
な
ど
を
活
か
し
た
ワ

イ
ン
醸
造
、
直
島
（
香
川
県
直
島
町
）
の
現
代
ア
ー
ト
に
よ
る
島
づ
く

り
な
ど
多
彩
で
あ
り
、
地
域
資
源
再
発
見
の
視
点
に
深
み
も
う
か
が

え
る
。

合
併
に
よ
る
一
部
離
島
の
増
加
も
、
公
共
施
設
の
再
編
、
政
策
変

更
な
ど
が
島
の
経
済
や
住
民
意
識
に
影
響
を
与
え
て
い
る
。
一
部
離

島
に
関
し
て
は
、
同
一
自
治
体
内
・
外
者
、
島
内
・
島
外
者
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
、
対
岸
の
大
学
な
ど
多
様
な
主
体
の
連
携
し
た
取
り
組
み
が
注
目

に
値
す
る
。
忽く

つ

那な

諸
島
（
愛
媛
県
松
山
市
）
で
は
、
松
山
島
博
覧
会

「
し
ま
は
く
」
を
開
催
し
て
本
土
と
島
の
一
体
化
を
促
進
、
山
形
県

飛
島
で
は
対
岸
地
域
に
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
オ
フ

ィ
ス
や
東
北
公
益
文
科

大
学
と
の
連
携
に
よ
る

成
果
が
見
ら
れ
る
。

離
島
地
域
間
連
携
の

主
体
的
な
取
り
組
み
も

顕
在
化
し
て
い
る
。
例

え
ば
、
山
形
県
飛
島
と

新
潟
県
粟
島
、
佐
渡
島

で
は
、
花
（
ト
ビ
シ
マ
カ

ン
ゾ
ウ
）
を
介
し
た
三

島
交
流
会
に
よ
る
活
性

化
を
進
め
、
愛
知
県
三

島
（
南
知
多
町
日
間
賀

島
・
篠
島
、
西
尾
市
佐
久

島
）
と
三
重
県
四
島

（
鳥
羽
市
答と
う

志し

島じ
ま

・
菅
島
・

坂
手
島
・
神
島
）
で
は
、

県
境
越
え
七
島
に
よ
る

観
光
ツ
ア
ー
の
商
品
化

で
成
果
を
得
て
い
る
。

種
子
島
・
屋
久
島
（
鹿
児
島
県
）、
岡
山
県
・
香
川
県
の
自
治
体
共
同

に
よ
る
離
島
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
、
伊
豆
諸
島
（
東
京
都
）
に
お

け
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
立
ち
上
げ
も
一
例
で
あ
る
。
飛
島
・
粟
島
・

長崎市高島にて、海
運会社が取り組む糖
度の高い高級トマト
のハウス栽培（撮
影：小林　惠）。
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佐
渡
島
の
交
流
は
対
馬
海
流
域
（
別
名
青
潮
流
域
）
の
連
携
で
あ
り
、

神
津
島
（
東
京
都
神
津
島
村
）
は
、〝
し
ま
し
ま
連
携
〞
で
は
な
い
が
、

開
拓
神
・
忌い

ん

部べ

氏
の
縁
か
ら
徳
島
県
阿
波
や
千
葉
県
安
房
な
ど
と
の

交
流
（
黒
潮
交
流
）
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
本
土
・
離
島

連
携
か
ら
離
島
間
連
携
へ
、
そ
れ
も
海
流
の
縁
な
ど
も
絡
む
取
り
組

み
は
、
今
後
の
「
離
島
国
土
軸
」
形
成
の
視

点
な
ど
も
与
え
て
く
れ
る
。

一
方
、
平
成
一
五
年
か
ら
七
年
間
の
離
島

へ
の
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
者
数
は
一
〇
二
七
人
（
四

七
島
）
で
、
一
人
以
上
の
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
者
を

数
え
た
島
は
四
七
島
（
全
体
の
約
一
八
パ
ー
セ
ン

ト
）
で
あ
る
（
国
土
交
通
省
）
。
定
住
促
進
の
条

件
と
し
て
は
就
労
の
場
の
確
保
の
ウ
エ
イ
ト

が
高
い
。
具
体
例
と
し
て
は
島
根
県
海
士
町

の
財
政
再
建
を
含
め
た
地
域
活
性
化
の
取
り

組
み
に
学
ぶ
べ
き
点
が
多
い
。
こ
こ
で
は
、

産
業
振
興
策
と
し
て
イ
ワ
ガ
キ
、
隠
岐
牛
、

天
然
海
塩
な
ど
農
水
畜
産
物
の
生
産
に
加
え
、

高
い
鮮
度
を
保
つ
Ｃ
Ａ
Ｓ
凍
結
シ
ス
テ
ム
を

導
入
し
て
白
イ
カ
な
ど
を
商
品
化
、
東
京
市

場
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
戦
略
的
展
開
を
進

め
、
研
修
制
度
と
公
的
支
援
を
含
め
て
数
年

間
で
二
〇
〇
名
以
上
の
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
の
実

績
を
も
つ
。
地
域
資
源
を
活
か
し
た
的
確
な
市
場
対
応
と
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ

ー
ン
ニ
ー
ズ
の
複
合
連
携
化
に
よ
る
、
離
島
へ
の
「
来
住

ら
い
じ
ゅ
う

」（
一
時
期

居
住
を
含
む
動
態
的
定
住
）
促
進
の
可
能
性
を
う
か
が
わ
せ
る
好
例
で
あ

る
。こ

の
よ
う
に
、
離
島
に
潜
在
す
る
地
域
資
源
は
少
な
く
な
い
が
、

交流体験滞在の拠点の一つとして整備された古民家。島の歴史を感じる佇ま
いのなかには、モダンで清潔なくつろぎの空間が広がる（長崎県小値賀島）。

長崎県五島市が環境
にやさしい観光を目
指して推進する電気
自動車。福江島内6
ヶ所に急速充電器が
設置されている。
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こ
れ
か
ら
の
活
用
が
課
題
で
あ
る
（
以
上
、
国
土
交
通
省
「
離
島
振
興
計

画
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
（
最
終
報
告
）」、
筆
者
調
査
な
ど
に
よ
る
）。

②
人
が
住
み
続
け
ら
れ
る
島
づ
く
り
こ
そ
海
洋
立
国
の
戦
略
課
題

こ
れ
ま
で
の
離
島
振
興
は
、
戦
災
復
興
後
期
か
ら
高
度
経
済
成
長

期
を
中
心
に
、
本
土
（
内
地
）
と
離
島
の
「
格
差
是
正
」
を
理
念
と

し
て
謳
い
、
国
家
の
財
政
支
援
で
地
域
振
興
を
先
導
し
た
。
そ
の
後
、

国
連
海
洋
法
条
約
の
批
准
、
地
球
環
境
問
題
な
ど
外
的
な
環
境
変
化

の
中
で
離
島
の
〝
国
家
的
・
国
民
的
役
割
〞
が
重
層
的
に
求
め
ら
れ
、

い
ま
海
洋
基
本
法
の
位
置
づ
け
の
下
に
振
興
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

世
界
第
六
位
の
管
轄
海
域
を
活
か
し
て
海
洋
立
国
を
果
た
す
上
で
、

「
海
」
は
我
が
国
発
展
の
戦
略
資
源
か
つ
フ
ィ
ー
ル
ド
で
も
あ
る
。

そ
し
て
、
そ
の
領
域
・
排
他
的
経
済
水
域
な
ど
の
画
定
と
保
全
・
利

用
・
管
理
の
要
は
有
人
離
島
等
で
あ
る
と
考
え
る
と
、
離
島
の
存
在

論
的
意
義
の
再
確
認
を
は
じ
め
、
持
続
的
定
住
環
境
の
整
備
が
国
家

的
・
国
民
的
役
割
分
担
を
実
現
す
る
基
本
的
な
課
題
と
な
る
。
そ
の

意
味
で
、「
離
島
に
人
が
安
全
・
安
心
に
住
み
続
け
ら
れ
る
ナ
シ
ョ

ナ
ル
・
ミ
ニ
マ
ム
（
国
家
が
保
障
す
る
国
民
生
活
の
最
低
水
準
）
の
持
続

的
確
保
」
が
国
家
安
全
保
障
を
含
め
て
戦
略
的
な
課
題
で
あ
る
。

離
島
は
、
海
・
自
然
環
境
と
共
生
す
る
生
活
文
化
の
体
系
を
も
つ

個
性
的
な
定
住
・
交
流
環
境
で
あ
る
。
大
量
生
産
・
大
量
消
費
型
の

工
業
社
会
に
適
合
し
に
く
か
っ
た
が
ゆ
え
に
、
新
た
な
時
代
の
価
値

創
造
に
つ
な
が
る
潜
在
力
を
有
し
て
い
る
。
ま
さ
に
〝
後
発
先
進
地

域
〞
と
い
っ
て
よ
い
。
離
島
の
生
物
や
文
化
の
多
様
性
と
環
海
、
狭

小
性
の
中
で
育
ま
れ
た
一
人
ひ
と
り
存
在
意
義
が
重
視
さ
れ
る
〝
実

名
役
割
社
会
〞
と
し
て
の
離
島
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
、
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン

人
口
の
吸
収
と
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
機
能
を
含
め
て
新
た
な
定
住
地

域
（
多
彩
な
人
々
の
混
住
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）
と
し
て
環
境
・
文
化
面
で
再

編
で
き
れ
ば
、
海
か
ら
の
日
本
文
化
の
地
域
遺
伝
子
を
秘
め
た
こ
れ

か
ら
の
「
可
能
性
の
場
／A

n
oth
er
W
orld

（
ア
ナ
ザ
ー
・
ワ
ー
ル
ド
）」

に
な
る
と
思
う
。

人
類
は
技
術
革
新
で
文
明
を
高
度
化
し
て
き
た
反
面
、
人
間
の
全

体
性
を
分
断
し
、
喪
失
さ
せ
て
き
た
側
面
が
あ
る
。
離
島
は
環
海
性

の
小
宇
宙
で
あ
り
、
人
間
の
全
体
性
の
発
現
あ
る
い
は
紡
ぎ
直
し
の

場
と
し
て
機
能
す
る
。
ま
た
、
都
市
と
の
共
生
・
対
流
の
促
進
は
大

都
市
を
「
持
続
可
能
な
環
境
共
生
都
市
／E

co
C
ity

（
エ
コ
・
シ
テ
ィ
）」

に
変
え
る
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
つ
。
今
後
は
、
本
土
・
都
市
域
と
離
島

と
の
相
互
ニ
ー
ズ
の
シ
ス
テ
ム
化
と
循
環
化
を
併
せ
持
っ
た
「
都
鄙

と

ひ

連
続
体
／U

rb
an
R
u
ral
C
on
tin
u
u
m

（
ア
ー
バ
ン
・
ル
ー
ラ
ル
・
コ

ン
テ
ィ
ニ
ュ
ア
ム
）
」
の
形
成
に
よ
っ
て
、
一
体
的
循
環
の
中
で
新
た

な
定
住
環
境
と
し
て
の
整
備
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。

①
「
離
島
」
か
ら
「
島
」
へ
の
転
換

離
島
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
あ
ら
た
め
て
問
い
直
し
た
い
。「
離

「
価
値
あ
る
地
域
差
」か
ら「
固
有
文
化
の
島
づ
く
り
」へ
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島
」
は
「
離
」
と
「
島
」
か
ら
な
る
。
そ
の
意
味
は
、
一
般
に
「
中

心
か
ら
遠
い
」「
孤
立
」
の
イ
メ
ー
ジ
で
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
こ
で
、「
中
心
」
の
意
味
を
問
え
ば
、
内
地
（
本
土
）
、
大
都
市
、

二
〇
世
紀
工
業
文
明
と
い
っ
た
理
解
が
で
き
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
、

「
孤
立
」
の
意
味
は
離
島
の
「
隔
絶
性
」
か
ら
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て

捉
え
ら
れ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
確
か
に
陸
の
文
化
に
な
じ
ん
だ
現

在
の
多
く
の
国
民
に
と
っ
て
は
そ
う
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ

れ
で
は
海
の
視
点
が
弱
す
ぎ
る
。

現
行
の
離
島
振
興
法
は
、
離
島
性
を
「
価
値
あ
る
地
域
差
」
と
し

て
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
捉
え
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
も
特
性
の
ド
キ

ュ
メ
ン
ト
に
過
ぎ
な
い
。
今
後
は
、
そ
れ
を
活
か
し
て
、
真
に
「
離

島
か
ら
島
へ
の
転
換
」、
い
わ
ば
主
体
性
の
あ
る
「
固
有
文
化
の
島

と
し
て
の
自
立
」
を
目
指
す
姿
勢
に
立
つ
べ
き
だ
と
思
う
。
そ
の
意

味
で
「
離
島
性
」
の
今
日
的
意
味
が
問
わ
れ
て
い
る
。
敷
衍
す
れ
ば
、

「
隔
絶
性
」
は
「
連
携
性
」
へ
、
「
狭
小
性
」
は
「S

m
all
is

B
e
a
u
tifu
l

（
ス
モ
ー
ル
・
イ
ズ
・
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
）
」
へ
、
そ
し
て

「
環
海
性
」
は
「
海
洋
環
境
資
源
の
保
全
と
活
用
」
及
び
「
世
界
と

出
会
い
、
交
流
す
る
空
間
」
の
視
点
か
ら
捉
え
直
す
べ
き
で
あ
る
。

離
島
を
、「
海
と
森
と
空
に
人
が
関
わ
っ
た
環
海
・
独
立
の
小
宇

宙
／M

icrocosm
os

（
ミ
ク
ロ
コ
ス
モ
ス
）」
と
捉
え
直
し
、
志
を
も
っ

て
「
島
」
の
自
立
の
可
能
性
を
拓
き
、
世
界
に
発
信
す
べ
き
で
あ
る
。

②
「
我
が
島
学
」
運
動
か
ら
生
活
文
化
の
再
編
へ

そ
の
た
め
に
は
、「
我
が
島
学
」（
地
元
学
）
の
確
立
と
、
工
業
社

会
で
分
断
さ
れ
て
き
た
島
内
外
の
時
間
と
空
間
の
縁

え
に
し

を
紡
ぎ
直
す

「
島
物
語
」（
島
文
化
）
の
再
構
築
が
ポ
イ
ン
ト
だ
と
思
う
。
わ
れ
わ

れ
は
現
代
に
生
き
る
目
を
通
し
て
歴
史
を
理
解
す
る
。
そ
の
意
味
か

ら
、
離
島
の
風
土
特
性
や
歴
史
・
伝
統
文
化
な
ど
を
現
代
の
生
活
文

化
の
中
に
創
造
的
に
息
づ
か
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

離
島
の
風
土
と
歴
史
・
文
化
な
ど
の
ス
ト
ッ
ク
と
フ
ロ
ー
を
生
活
の

中
に
取
り
込
ん
だ
新
た
な
生
活
文
化
振
興
の
あ
り
方
を
「
我
が
島
学

（
成
果
）」
と
捉
え
、
そ
れ
を
求
め
る
実
践
を
「
我
が
島
学
」
運
動
と

し
て
進
め
る
。
さ
ら
に
換
言
す
れ
ば
、
過
去
の
蓄
積
を
創
造
的
に
継

承
す
る
「
運
動
論
」
に
よ
っ
て
、「
心
を
お
こ
し
、
地
域
の
生
活
文

化
の
再
編
を
進
め
る
」
こ
と
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
だ
。

古
く
て
新
し
い
文
化
再
編
運
動
で
説
明
し
よ
う
。
か
つ
て
大
分
県

で
は
、「
一
村
一
品
運
動
」
が
展
開
さ
れ
た
。
大
山
町
（
現
日
田
市
）

は
、
新
た
な
ま
ち
お
こ
し
に
向
け
て
三
段
階
Ｎ
Ｐ
Ｃ
運
動
（N

e
w

P
lu
m
an
d
C
h
estn
u
ts

〈
ニ
ュ
ー
プ
ラ
ム
・
ア
ン
ド
・
チ
ェ
ス
ナ
ッ
ツ
〉
運

動
＝
「
梅
・
栗
植
え
て
ハ
ワ
イ
に
行
こ
う
」）
を
展
開
し
、
ス
パ
イ
ラ
ル
な

運
動
の
持
続
で
目
標
を
果
た
し
た
。
こ
の
運
動
は
古
い
価
値
観
を
発

展
的
に
変
容
さ
せ
て
新
た
な
地
平
に
移
行
さ
せ
る
地
域
再
編
の
手
法

で
あ
り
、
一
種
の
〝
地
域
文
化
革
命
〞
で
も
あ
る
。
離
島
振
興
法
の

抜
本
的
改
正
・
延
長
を
求
め
る
い
ま
こ
そ
、
離
島
が
個
々
の
体
力
・

体
質
を
前
提
と
し
て
、「
志
」
を
再
確
認
し
、
海
洋
立
国
を
目
指
し

て
役
割
を
果
た
せ
る
「
固
有
文
化
（
生
活
文
化
）
の
島
づ
く
り
」
を
目
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指
し
て
「
我
が
島
学
」
運
動
を
展
開
す
る
好
機
だ
と
思
う
。

勝
手
な
解
釈
で
あ
る
が
、
す
で
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
海
士
町
の

取
り
組
み
は
、
そ
の
優
れ
た
モ
デ
ル
だ
と
思
う
。
海
士
町
が
財
政
再

建
を
見
据
え
て
現
在
の
島
の
再
生
に
至
っ
て
い
る
の
は
、
ま
さ
に
過

去
の
あ
り
方
（
文
化
）
を
批
判
的
、
創
造
的
に
見
直
し
、
従
前
の
文

化
再
編
を
目
指
し
離
陸
し
、
目
標
に
向
か
っ
て
着
地
す
る
運
動
を
総

合
的
・
戦
略
的
・
計
画
的
に
進
め
て
い
る
か
ら
だ
と
思
う
。
佐
渡
島

の
「
朱
鷺
と
暮
ら
す
郷
づ
く
り
」
も
、
佐
渡
の
も
つ
固
有
性
・
優
位

性
と
、
こ
れ
ま
で
分
野
別
に
振
興
を
進
め
て
き
た
あ
り
方
を
一
つ
の

世
界
（
今
日
的
な
固
有
の
環
境
共
生
コ
ン
セ
プ
ト
）
に
統
合
し
て
内
外
に

訴
求
し
、
世
界
の
共
感
を
得
て
い
る
。
こ
れ
も
筆
者
流
に
言
え
ば

〝
新
た
な
文
化
再
編
〞
で
あ
る
と
思
う
。

離
島
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
立
地
と
体
力
・
体
質
が
あ
る
。
文
化
の
脱

ぎ
捨
て
方
、
継
承
の
あ
り
方
、
取
り
入
れ
方
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
ろ
う

か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
島
が
考
え
て
や
れ
ば
よ
い
。

「
我
が
島
学
」
運
動
か
ら
生
活
文
化
を
再
編
す
る
試
み
と
し
て
注
目

し
て
い
る
の
が
、
対
馬
市
民
劇
団
「
漁

い
さ
り

火び

」の
取
り
組
み
で
あ
る
。

こ
の
劇
団
は
〝
文
化
力
で
地
域
づ
く
り
〞
を
標
榜
し
、
対
馬
島
の
風

土
、
歴
史
、
交
流
文
化
な
ど
を
再
発
見
し
な
が
ら
、
市
民
主
導
で
演

劇
活
動
を
進
め
て
い
る
。
す
で
に
平
成
二
二
年
二
月
二
七
日
に
第
一

弾
の『
島
風
・
元
寇

げ
ん
こ
う

余
話
』を
公
演
、
同
二
三
年
一
一
月
五
日
に
は
第

二
弾
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
『
対
馬
物
語
』
の
公
演
を
成
功
さ
せ
て
い
る
。

同
二
三
年
は
、
最
後
の
朝
鮮
通
信
使
の
来
島
か
ら
二
〇
〇
年
の
記
念

す
べ
き
年
で
あ
り
、
第
二
弾
は
こ
の
機
を
捉
え
た
も
の
で
あ
る
。

第
一
弾
は
、
元
寇
前
夜
の
対
馬
島
か
ら
始
ま
る
流
れ
子
を
テ
ー
マ

と
し
た
創
作
で
あ
る
。
物
語
は
省
く
が
、
主
人
公
の
「
伝で

ん

」
は
、
予

知
力
と
知
恵
の
あ
る
子
ど
も
ゆ
え
に
悲
し
い
最
期
を
と
げ
る
。
そ
れ

は
国
境
の
島
・
対
馬
に
流
動
す
る
先
進
情
報
を
シ
ン
ボ
ル
化
し
た
も

の
で
も
あ
り
、
海
の
寄
神
に
も
思
え
た
。
感
動
的
で
あ
っ
た
。

第
二
弾
は
九
〇
分
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
。
脚
本
は
ジ
ェ
ー
ム
ス
三
木

氏
の
ご
協
力
に
よ
る
書
き
下
ろ
し
で
、
劇
団
わ
ら
び
座
（
秋
田
）
の

演
技
指
導
、
対
馬
市
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
で
実
現
し
た
。
団
員
は
素
人

市
民
で
、
コ
ー
ラ
ス
二
グ
ル
ー
プ
、
藤
間
流
扇
智
衛
会
、
太
鼓
グ
ル

北海道奥尻島の「奥尻ワイナリー」が、自生ヤマブ
ドウをはじめ島産のブドウからワインを醸造してい
る（撮影：小林　惠）。
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ー
プ
、
韓
国
舞
踏
団
な
ど
八
〇
名
を
超
え
る
出
演
者
が
協
働
し
た
。

そ
の
物
語
は
、
国
交
回
復
に
あ
た
っ
て
日
朝
間
の
板
挟
み
に
な
っ
た

対
馬
藩
の
「
国
書
改
竄

か
い
ざ
ん

」
事
件
を
扱
っ
た
も
の
で
あ
る
。
秀
吉
の
朝

鮮
出
兵
か
ら
敗
退
、
徳
川
家
に
権
力
が
移
っ
て
か
ら
朝
鮮
王
朝
と
の

国
交
・
交
易
再
興
の
命
を
受
け
、
家
康
と
朝
鮮
国
王
の
国
書
の
改
竄

を
経
て
朝
鮮
通
信
使
の
往
来
に
こ
ぎ
着
け
る
藩
主
・
宗
義
智

そ
う
よ
し
と
し

と
柳
川

調
信

し
げ
の
ぶ

、
小
西
行
長
な
ど
取
り
巻
き
の
一
連
の
労
苦
な
ど
を
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
と
し
て
演
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
義
智
の
妻
は
キ
リ
シ
タ
ン
大

名
・
小
西
行
長
の
娘
で
も
あ
り
、
そ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
織
り
込
ま
れ

て
涙
を
さ
そ
う
。
八
〇
〇
名
収
容
の
対
馬
交
流
セ
ン
タ
ー
・
イ
ベ
ン

ト
ホ
ー
ル
は
立
ち
見
ま
で
出
る
超
満
員
で
あ
っ
た
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
提

供：

〝
市
民
演
劇
で
町
づ
く
り
〞
実
行
委
員
長
・
橘
厚
志
氏
）。

市
民
が
歴
史
や
文
化
を
繙

ひ
も
と

き
、
現
地
を
歩
い
て
追
体
験
的
に
そ
れ

ら
を
確
認
し
、
制
作
し
、
演
じ
る
。
そ
の
プ
ロ
セ
ス
で
さ
ま
ざ
ま
な

市
民
、
専
門
家
の
連
携
が
で
き
あ
が
る
。
そ
の
成
果
は
情
報
と
し
て

発
信
さ
れ
、
観
衆
の
心
に
残
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
活
動
な
ど
多
様

に
形
を
変
え
て
創
造
的
に
再
生
さ
れ
る
に
違
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な

連
携
と
循
環
は
市
民
と
対
馬
自
体
の
対
象
化
と
な
り
、「
心
を
お
こ
し
、

風
土
精
神
の
息
づ
く
生
活
文
化
を
創
造
す
る
」
価
値
観
や
運
動
と
し

て
、
島
の
内
外
に
波
及
し
て
文
化
複
合
を
起
こ
す
。
そ
こ
に
知
恵
が

育
ま
れ
、
経
済
効
果
も
生
み
出
さ
れ
る
。
こ
の
行
動
こ
そ
市
民
の
自

立
性
を
高
め
、
固
有
文
化
を
生
み
出
し
、
ひ
い
て
は
広
範
な
経
済
波

及
を
誘
発
す
る
原
動
力
と
し
て
芽
を
吹
く
と
考
え
て
い
る
。

立ち見も続出し、大喝采のうちに幕を閉じた対馬市民劇団「漁火」のミュージカル『対馬物語』
（写真提供：対馬市民劇団「漁火」）。
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現
実
に
は
、
多
く
の
離
島
に
お
い
て
、
人
口
減
少
・
高
齢
化
に
絡

む
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
地
域
衰
退
の
傾
向
が
強
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し

い
ま
、
交
通
・
通
信
な
ど
の
技
術
革
新
は
離
島
の
制
約
を
大
き
く
超

え
つ
つ
あ
る
。
新
た
な
海
洋
秩
序
の
時
代
を
迎
え
、
国
々
の
思
惑
も

飛
び
交
う
中
、
中
央
集
権
的
制
度
の
末
端
に
あ
る
か
の
よ
う
な
「
離

島
」
と
し
て
で
は
な
く
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
中
で
固
有
文
化
と
自
立

性
の
あ
る
振
興
に
よ
っ
て
国
家
的
・
国
民
的
役
割
を
果
た
す
「
島
」

の
あ
り
方
を
求
め
た
い
。
敢
え
て
い
え
ば
、
離
島
は
意
識
に
お
け
る

〝
離
島
性
〞
を
払
拭
し
、
海
洋
立
国
を
念
頭
に
お
い
た
固
有
文
化

（
志
）
の
確
立
と
、
自
立
性
を
高
め
つ
つ
〝
ア
ジ
ア
の
地
中
海
〞〝
太

平
洋
圏
〞
の
島
々
と
多
元
的
連
合
に
よ
っ
て
往
来
し
、
海
を
活
か
す

可
能
性
を
拓
く
べ
き
だ
と
思
う
。

な
お
、
そ
の
実
現
に
は
、
島
の
住
民
の
主
体
的
取
り
組
み
と
国
民

の
島
国
へ
の
認
識
を
高
め
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
離
島
の
固
有
性

を
活
か
せ
る
海
洋
基
本
法
、
離
島
振
興
法
な
ど
に
よ
る
必
要
な
基
盤

整
備
の
促
進
、
固
有
の
施
策
展
開
に
即
し
た
多
面
的
ソ
フ
ト
施
策
を

推
進
で
き
る
特
区
制
度
な
ど
の
拡
充
、
ソ
フ
ト
対
応
が
可
能
な
離
島

定
住
交
付
金
（
仮
称
）
な
ど
の
抜
本
的
支
援
措
置
が
期
待
さ
れ
る
。

こ
の
小
論
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
離
島
振
興
は
我
が
国
の
領
域
・
排

他
的
経
済
水
域
な
ど
の
保
全
・
利
用
・
管
理
な
ど
の
国
家
的
・
国
民

的
役
割
を
果
た
す
上
で
定
住
の
持
続
を
担
保
す
る
こ
と
が
課
題
で
あ

る
こ
と
、
そ
の
た
め
に
は
海
洋
立
国
の
志
を
も
っ
て
固
有
文
化
の
島

づ
く
り
を
実
践
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
提
起
し
た
。
そ
の
一
環
と

し
て
、
ま
ず
は
海
洋
基
本
法
時
代
に
即
応
し
た
離
島
振
興
法
の
抜
本

改
正
・
延
長
を
実
現
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
機
を
捉
え
た
島
々
の
固

有
性
、
優
位
性
を
活
か
し
た
果
敢
な
取
り
組
み
を
期
待
し
た
い
。
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